
[成果情報名]アイゴの摂餌特性に対応したカジメ類母藻移植時期の検討 

 

[要約]カジメ類に対するアイゴの摂餌率の季節変化を測定した結果、11月以降急激に低下した。 

12月に日高町比井崎地先に移植したクロメ母藻は魚類による食害を全く受けなかったことか

ら、移植時期は12月以降の低水温期が適切と判断された。 
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[背景・ねらい] 

本県における藻場は比井崎より北側では安定して維持されているが、比井崎～白浜と串本東

岸～三輪崎沿岸では磯焼けが認められ、藻場の消失と回復が繰り返されている。磯焼け発生域

における藻場の回復手法には、成熟期母藻や幼芽の移植があり、本県では 1970 年頃より実施

されている。しかし、魚類（アイゴ・ブダイ）の食害により、維持・拡大が阻害されることか

ら、このような海域における適切な手法を明らかにするため、アイゴの摂餌生態並びに母藻の

移植時期について検討した。 

[成果の内容・特徴] 

１ 海上小割生簀にアイゴを 20 尾収容し、5 月から翌年 1 月までカジメの摂餌試験を行った結

果、摂餌率は 11 月上旬から極端に低下し、12 月にはほとんど摂餌しなくなった（図１）。 

２ 水温 15,20,25,26,27,28,29,30℃に調整した水槽にアイゴを各 3 尾収容し、一週間のカジメ

摂餌率を測定した結果、アイゴの摂餌率は 26～29℃の高水温で高くなり、20℃以下では

ほとんど摂餌しなかった（図 2）。 

３ カジメ・クロメは、6 月～翌年 1 月まで成熟していることから、日高町比井崎（磯焼け海

域）で 10 月と 12 月に母藻移植を行い（写真 1）生残率の変化を追跡した結果、10 月に移

植した藻体は 30％が食害を受けたが、12 月の移植藻体は全て生残していた（図 3、4、表

１）。 

  

[成果の活用面・留意点] 

 磯焼け海域への母藻の移植は、主にカジメ・クロメの成熟盛期（9～11 月）に実施されてい

るが、アイゴの食害がみられる海域においては水温の低下する 12 月ころに移植を実施するこ

とで食害対策を省くことができる。ただし、2 年目以降については母藻・幼芽を含め食害対策

を実施する必要がある。 

 

 

 



[具体的データ] 

 

 

 

 

 

 

 
（魚体重 100g 

 
　　摂餌率（%)=クロメ摂餌量(g)／アイゴ魚体重(g)×100

　クロメ摂餌量：アイゴの摂餌による1日間の消失量（7日間の平均値）
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図2　アイゴの水温に対するクロメ摂餌率の変化
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図1　試験筏におけるアイゴのクロメ摂餌率の変化

摂餌率(%)＝旬平均摂餌量(g)／総魚体重(g)×100

 

 

写真1　日高町阿尾地先に移植したクロメ母藻

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　：クロメ母藻移植日
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図３　串本町田原地先におけるカジメとクロメの成熟率の月変化

（1994～1998年）

 

 表1　移植時期別クロメ生残状況

10月移植 12月移植
10月27日 10 0
12月7日 7 10

12月20日 7 10
1月26日 7 10

10月移植：10個体（10／27移植）
12月移植：10個体（12／7移植）

生残個体数
調査月日 

 

 

 　日4 高町比井崎阿尾（磯焼け域）における水温変動と
母藻移植日
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